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オウム真理教問題対策（状況）について 

 

 

１ 現地の状況 

信者の居住状況について、関係機関からの情報では、ＧＳハイム烏山（南烏山６－３０－

１９）に「ひかりの輪」信者５名程度が居住している模様である。 

 

 

２ 観察処分更新を求める国への要請行動（９月２４日当委員会報告） 

９月３０日（水）に、オウム真理教対策関係市区町連絡会や関係議会、各地の住民対策協

議会が、法務大臣及び公安調査庁長官、公安審査委員会に対して直接要請を行った。世田谷

区からは、住民協議会代表３名、区議会議長及び当特別委員会委員長、区職員３名が参加

し、署名や要請書、意見書を提出した。 

 

 

３ オウム真理教問題講演会の開催 

  主 催  世田谷区 

  日 時  令和２年１２月２２日（火）午後３時４５分～５時（予定） 

場 所  烏山区民会館ホール 

  演 題  「オウム真理教問題を風化させない」 

  講 師  公安調査庁職員 

対 象  区職員７５名（※新型コロナウイルス感染防止のため区民への案内は行わない。） 

 

 

４ その他 

 （１）１０月１６日（金）、「ひかりの輪」南烏山施設に対して公安調査庁による立ち入り

検査が行われた。調査官１２名が施設内に立ち入り、上祐代表の説法を収録したＣＤ

やＤＶＤが保管されていることなどが確認された。 

 （２）公安調査庁は、令和３年１月末に期限を迎える団体規制法（「無差別大量殺人行為を

行った団体の規制に関する法律」）に基づく観察処分について、１０月２６日（月）に

公安審査委員会へ更新を求める請求を行った。 


